
著書 を語る化
学
肥
料
の
投
入
等
で
何
と
か
賄
っ
て
き
た
。
し
か
し
今

後
は
、
地
球
環
境
が
悪
化
す
る
中
、
農
地
の
拡
大
が
困
難

と
な
り
、
肥
料
や
農
薬
と
い
っ
た
農
業
資
材
の
投
入
等
も

環
境
負
荷
軽
減
の
面
か
ら
制
約
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

の
一
方
で
、
世
界
の
人
口
は
ま
だ
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

世
界
全
体
と
し
て
食
料
が
足
り
ず
十
分
で
な
い
状
態（「
不

足
の
事
態
」）
は
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
球
環
境
悪
化
に
伴
う
気
象
災
害
の
頻
発
や
地
域
紛
争
の

勃
発
等
に
よ
り
我
が
国
へ
の
食
料
輸
入
等
が
滞
る
「
不
測

の
事
態
」
の
発
生
頻
度
も
今
後
一
段
と
増
え
、
そ
の
振
れ

幅
も
大
き
く
な
る
に
違
い
な
い
。

今
は
、
お
金
さ
え
払
え
ば
自
由
に
海
外
か
ら
食
料
を
手

に
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
が
末
永
く

続
く
と
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
楽
観
的
す
ぎ
る
。

日
本
の
備
え
の
状
況

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
は
食
料
の
恒
常
的
な
「
不
足
」

と
「
不
測
」
の
事
態
の
発
生
へ
の
備
え
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
に
制
定
さ
れ
た
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
き
、
過
去
五
回
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
た
が
、
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た

自
給
率
目
標
は
一
度
も
達
成
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
年
々

低
下
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
自
給
率
目
標
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
目
標
農
地
面
積
も
計
画
改
定
の
度
に
下

方
修
正
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
目
標
も
達
成
さ
れ
た
こ
と
は

な
く
、
こ
れ
ま
た
年
々
減
少
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
農
業

生
産
の
基
盤
と
な
る
農
地
の
減
少
を
容
認
し
な
が
ら
自
給

率
向
上
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
自
体
、
と
て
も
正
常
な
判
断

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

昨
年
九
月
、
岸
田
首
相
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
見
直
し
を
指
示
し
、
今
後
一
年
程
度
か
け
て
見
直
し
の

方
向
性
を
示
す
と
表
明
し
て
い
る
。
見
直
し
で
は
食
料
安

全
保
障
の
強
化
へ
、
農
産
物
や
肥
料
・
飼
料
の
国
内
自
給

な
ど
が
論
点
と
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
生
産
の
基
盤

と
な
る
農
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
検
討

の
俎
上
に
も
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
本
質
的
な
議
論
が
な
い
ま
ま
、
基
本
法
の
見
直
し
や
食

料
安
全
保
障
の
議
論
が
進
む
こ
と
に
大
き
な
違
和
感
を
覚

え
る
。

一
番
の
備
え
は
農
地
＝
水
田
の
確
保

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
の
主
食
は
コ
メ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
現
在
は
そ
の
消
費
量
が
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

深
刻
な
食
料
危
機
時
に
頼
れ
る
の
は
や
は
り
コ
メ
以
外
に

な
い
で
あ
ろ
う
。
コ
メ
を
栽
培
す
る
に
は
水
田
が
必
要
だ
。

著
者
は「
不
足
の
事
態
」に
お
け
る「
不
測
の
事
態
」に
備
え
、

国
民
に
最
低
限
の
食
料
を
供
給
す
る
に
は
、
三
〇
〇
万
ha

程
度
の
水
田
が
必
要
と
考
え
て
い
る（
現
在
の
水
田
は

二
三
七
万
ha
）。
食
料
安
全
保
障
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、

農
地
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
水
田
を
出
来
る
だ
け
多
く

確
保
し
、
非
常
時
に
は
そ
の
全
て
の
水
田
に
コ
メ
を
作
付

け
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
耕
作
放
棄
地
が
約
四
〇
万
ha
も
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
、
あ
る
い
は
植
林
を
勧

め
る
動
き
も
あ
る
が
、
新
た
に
農
地
を
造
成
す
る
に
は
莫

大
な
費
用
と
年
月
を
要
す
る
。
貴
重
な
農
地
を
他
用
途
に

使
う
よ
り
水
田
と
し
て
再
生
し
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
よ

り
重
要
で
効
率
的
だ
ろ
う
。

水
田
農
業
は
コ
モ
ン
ズ

我
々
は
勿
論
の
こ
と
、
将
来
の
世
代
が
食
べ
物
に
困
る

よ
う
な
事
態
は
、
何
と
し
て
も
避
け
た
い
も
の
だ
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
今
を
生
き
る
我
々
の
取
り
組
み
い
か
ん
に
か

か
っ
て
い
る
。

水
田
農
業
は
わ
が
国
の
生
存
基
盤
で
あ
り
、
日
本
人
の

生
き
方
や
生
活
ス
タ
イ
ル
、
文
化
を
も
育
ん
で
き
た
社
会

的
共
通
資
本
・
コ
モ
ン
ズ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
食

料
危
機
に
備
え
る
水
田
農
業
、
そ
し
て
そ
れ
を
維
持
す
る

人
的
・
社
会
的
シ
ス
テ
ム
の
保
全
、
新
た
な
展
開
を
図
る

こ
と
こ
そ
が
日
本
の
国
益
に
適
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
大
串
和
紀

記
）

◎
「
日
本
は
食
料
危
機
に
ど
う
備
え
る
か
」
を
二
〇
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、「
日
本
は
食
料
危

機
に
ど
う
備
え
る
か
」
希
望
と
し
て
、
官
製
は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
九
六
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
職
業
、
勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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著書 を語る

有
史
以
来
、
わ
が
国
の
発
展
は
、

農
地
の
拡
張
と
共
に
あ
っ
た

わ
が
国
の
農
地
は
、
現
在
（
令
和
三
年
）
四
三
五
万
ha

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
有
史
以
来
、
先
人
た
ち
が
黙
々
と
開

墾
を
し
て
農
地
を
広
げ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
。

わ
が
国
の
人
口
は
、
縄
文
中
期
に
は
僅
か
二
五
万
人
程

度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
平
安
末
期
七
〇
〇
万
人
余
、

十
七
世
紀
初
め
に
は
一
、二
〇
〇
万
人
余
、
十
八
世
紀
初

め
に
は
三
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

で
は
一
億
二
千
万
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
人
口
増
加
を

可
能
と
し
た
の
は
、
そ
れ
を
支
え
る
食
料
生
産
力
=
農
地

の
拡
張
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昔
の
記
録
に
残
っ
て
い
る
農
地
面
積
は
、
平
安
中
期
に

約
八
六
万
ha
、
江
戸
時
代
初
期
に
約
一
六
〇
万
ha
で
、
明

治
初
期
で
も
約
三
〇
五
万
ha
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
営
々
と
し
て
農
地
の
造
成
が
続
け
ら
れ
た

結
果
、
農
地
面
積
が
拡
大
し
、
さ
ら
に
農
業
生
産
技
術
の

進
歩
も
あ
っ
て
農
業
生
産
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
こ
れ
が

人
口
の
増
加
と
日
本
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た
と
い
え

る
。第

二
世
界
大
戦
後
も
、
農
地
の
造
成
は

国
の
最
重
要
施
策
だ
っ
た

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
は
極
度
の
食
料
不
足
と
な
り
、

農
地
を
増
や
す
こ
と
が
国
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
コ
メ
の
自
給
が
達
成
（
昭
和
四
十
二
年
）
さ
れ
た

後
も
、
国
民
の
食
生
活
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
農
地

の
造
成
は
か
ん
が
い
排
水
と
並
び
土
地
改
良
事
業
の
大
き

な
柱
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
頃

ま
で
に
農
地
開
発
や
干
拓
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
農
地
は
約

一
〇
〇
万
ha
。
こ
れ
は
、
国
民
に
安
定
的
に
食
料
を
供
給

す
る
た
め
に
は
、
自
国
で
食
料
を
生
産
す
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
農
業
・
食
料
分
野
に
お
い
て
も
経
済
効
率
が

最
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
国
の
経
済
力
が
高

ま
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
食
料
の
大
部
分
を
輸
入
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
地
も
農
地
転
用
や
農
地
の
荒
廃
に

よ
り
減
少
を
続
け
、
ピ
ー
ク
時
の
六
〇
七
万
ha
か
ら
現
在

で
は
四
三
五
万
ha
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
農
地
の
造
成

事
業
も
土
地
改
良
事
業
の
柱
か
ら
消
え
去
り
（
平
成
元
年

度
に
国
営
農
地
開
発
事
業
が
廃
止
）、
い
つ
し
か
農
地
や

国
内
農
業
の
重
要
性
に
も
関
心
が
払
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
始
め
た

食
料
安
全
保
障

と
こ
ろ
が
、
令
和
四
年
二
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
輸
入
食
料
品
等
の

値
上
が
り
等
に
よ
っ
て
、
に
わ
か
に
我
が
国
の
食
料
安
全

保
障
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
わ
が
国
の
経

済
力
が
強
く
、
ま
た
世
界
が
平
和
で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
の
環
境
が
一
変
し
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て

き
た
食
生
活
が
、
実
は
極
め
て
脆
弱
な
状
況
に
あ
る
こ
と

が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

食
料
「
不
足
の
事
態
」
と
「
不
測
の
事
態
」

世
界
は
、
こ
れ
ま
で
急
増
す
る
人
口
を
農
地
の
拡
大
や

『日本は食料危機に
どう備えるか』

―コモンズとしての水田農業の再生―
［農文協刊］

石坂匡身　大串和紀　中道 宏

53土地改良　321号　2023.4 ●



著書 を語る化
学
肥
料
の
投
入
等
で
何
と
か
賄
っ
て
き
た
。
し
か
し
今

後
は
、
地
球
環
境
が
悪
化
す
る
中
、
農
地
の
拡
大
が
困
難

と
な
り
、
肥
料
や
農
薬
と
い
っ
た
農
業
資
材
の
投
入
等
も

環
境
負
荷
軽
減
の
面
か
ら
制
約
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

の
一
方
で
、
世
界
の
人
口
は
ま
だ
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

世
界
全
体
と
し
て
食
料
が
足
り
ず
十
分
で
な
い
状
態（「
不

足
の
事
態
」）
は
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
球
環
境
悪
化
に
伴
う
気
象
災
害
の
頻
発
や
地
域
紛
争
の

勃
発
等
に
よ
り
我
が
国
へ
の
食
料
輸
入
等
が
滞
る
「
不
測

の
事
態
」
の
発
生
頻
度
も
今
後
一
段
と
増
え
、
そ
の
振
れ

幅
も
大
き
く
な
る
に
違
い
な
い
。

今
は
、
お
金
さ
え
払
え
ば
自
由
に
海
外
か
ら
食
料
を
手

に
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
が
末
永
く

続
く
と
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
楽
観
的
す
ぎ
る
。

日
本
の
備
え
の
状
況

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
は
食
料
の
恒
常
的
な
「
不
足
」

と
「
不
測
」
の
事
態
の
発
生
へ
の
備
え
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
に
制
定
さ
れ
た
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
き
、
過
去
五
回
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
た
が
、
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た

自
給
率
目
標
は
一
度
も
達
成
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
年
々

低
下
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
自
給
率
目
標
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
目
標
農
地
面
積
も
計
画
改
定
の
度
に
下

方
修
正
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
目
標
も
達
成
さ
れ
た
こ
と
は

な
く
、
こ
れ
ま
た
年
々
減
少
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
農
業

生
産
の
基
盤
と
な
る
農
地
の
減
少
を
容
認
し
な
が
ら
自
給

率
向
上
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
自
体
、
と
て
も
正
常
な
判
断

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

昨
年
九
月
、
岸
田
首
相
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
見
直
し
を
指
示
し
、
今
後
一
年
程
度
か
け
て
見
直
し
の

方
向
性
を
示
す
と
表
明
し
て
い
る
。
見
直
し
で
は
食
料
安

全
保
障
の
強
化
へ
、
農
産
物
や
肥
料
・
飼
料
の
国
内
自
給

な
ど
が
論
点
と
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
生
産
の
基
盤

と
な
る
農
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
検
討

の
俎
上
に
も
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
本
質
的
な
議
論
が
な
い
ま
ま
、
基
本
法
の
見
直
し
や
食

料
安
全
保
障
の
議
論
が
進
む
こ
と
に
大
き
な
違
和
感
を
覚

え
る
。

一
番
の
備
え
は
農
地
＝
水
田
の
確
保

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
の
主
食
は
コ
メ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
現
在
は
そ
の
消
費
量
が
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

深
刻
な
食
料
危
機
時
に
頼
れ
る
の
は
や
は
り
コ
メ
以
外
に

な
い
で
あ
ろ
う
。
コ
メ
を
栽
培
す
る
に
は
水
田
が
必
要
だ
。

著
者
は「
不
足
の
事
態
」に
お
け
る「
不
測
の
事
態
」に
備
え
、

国
民
に
最
低
限
の
食
料
を
供
給
す
る
に
は
、
三
〇
〇
万
ha

程
度
の
水
田
が
必
要
と
考
え
て
い
る（
現
在
の
水
田
は

二
三
七
万
ha
）。
食
料
安
全
保
障
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、

農
地
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
水
田
を
出
来
る
だ
け
多
く

確
保
し
、
非
常
時
に
は
そ
の
全
て
の
水
田
に
コ
メ
を
作
付

け
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
耕
作
放
棄
地
が
約
四
〇
万
ha
も
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
、
あ
る
い
は
植
林
を
勧

め
る
動
き
も
あ
る
が
、
新
た
に
農
地
を
造
成
す
る
に
は
莫

大
な
費
用
と
年
月
を
要
す
る
。
貴
重
な
農
地
を
他
用
途
に

使
う
よ
り
水
田
と
し
て
再
生
し
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
よ

り
重
要
で
効
率
的
だ
ろ
う
。

水
田
農
業
は
コ
モ
ン
ズ

我
々
は
勿
論
の
こ
と
、
将
来
の
世
代
が
食
べ
物
に
困
る

よ
う
な
事
態
は
、
何
と
し
て
も
避
け
た
い
も
の
だ
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
今
を
生
き
る
我
々
の
取
り
組
み
い
か
ん
に
か

か
っ
て
い
る
。

水
田
農
業
は
わ
が
国
の
生
存
基
盤
で
あ
り
、
日
本
人
の

生
き
方
や
生
活
ス
タ
イ
ル
、
文
化
を
も
育
ん
で
き
た
社
会

的
共
通
資
本
・
コ
モ
ン
ズ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
食

料
危
機
に
備
え
る
水
田
農
業
、
そ
し
て
そ
れ
を
維
持
す
る

人
的
・
社
会
的
シ
ス
テ
ム
の
保
全
、
新
た
な
展
開
を
図
る

こ
と
こ
そ
が
日
本
の
国
益
に
適
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
大
串
和
紀

記
）

◎
「
日
本
は
食
料
危
機
に
ど
う
備
え
る
か
」
を
二
〇
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、「
日
本
は
食
料
危

機
に
ど
う
備
え
る
か
」
希
望
と
し
て
、
官
製
は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
九
六
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
職
業
、
勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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著書 を語る

有
史
以
来
、
わ
が
国
の
発
展
は
、

農
地
の
拡
張
と
共
に
あ
っ
た

わ
が
国
の
農
地
は
、
現
在
（
令
和
三
年
）
四
三
五
万
ha

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
有
史
以
来
、
先
人
た
ち
が
黙
々
と
開

墾
を
し
て
農
地
を
広
げ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
。

わ
が
国
の
人
口
は
、
縄
文
中
期
に
は
僅
か
二
五
万
人
程

度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
平
安
末
期
七
〇
〇
万
人
余
、

十
七
世
紀
初
め
に
は
一
、二
〇
〇
万
人
余
、
十
八
世
紀
初

め
に
は
三
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

で
は
一
億
二
千
万
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
人
口
増
加
を

可
能
と
し
た
の
は
、
そ
れ
を
支
え
る
食
料
生
産
力
=
農
地

の
拡
張
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昔
の
記
録
に
残
っ
て
い
る
農
地
面
積
は
、
平
安
中
期
に

約
八
六
万
ha
、
江
戸
時
代
初
期
に
約
一
六
〇
万
ha
で
、
明

治
初
期
で
も
約
三
〇
五
万
ha
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
営
々
と
し
て
農
地
の
造
成
が
続
け
ら
れ
た

結
果
、
農
地
面
積
が
拡
大
し
、
さ
ら
に
農
業
生
産
技
術
の

進
歩
も
あ
っ
て
農
業
生
産
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
こ
れ
が

人
口
の
増
加
と
日
本
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た
と
い
え

る
。第

二
世
界
大
戦
後
も
、
農
地
の
造
成
は

国
の
最
重
要
施
策
だ
っ
た

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
は
極
度
の
食
料
不
足
と
な
り
、

農
地
を
増
や
す
こ
と
が
国
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
コ
メ
の
自
給
が
達
成
（
昭
和
四
十
二
年
）
さ
れ
た

後
も
、
国
民
の
食
生
活
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
農
地

の
造
成
は
か
ん
が
い
排
水
と
並
び
土
地
改
良
事
業
の
大
き

な
柱
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
頃

ま
で
に
農
地
開
発
や
干
拓
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
農
地
は
約

一
〇
〇
万
ha
。
こ
れ
は
、
国
民
に
安
定
的
に
食
料
を
供
給

す
る
た
め
に
は
、
自
国
で
食
料
を
生
産
す
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
農
業
・
食
料
分
野
に
お
い
て
も
経
済
効
率
が

最
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
国
の
経
済
力
が
高

ま
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
食
料
の
大
部
分
を
輸
入
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
地
も
農
地
転
用
や
農
地
の
荒
廃
に

よ
り
減
少
を
続
け
、
ピ
ー
ク
時
の
六
〇
七
万
ha
か
ら
現
在

で
は
四
三
五
万
ha
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
農
地
の
造
成

事
業
も
土
地
改
良
事
業
の
柱
か
ら
消
え
去
り
（
平
成
元
年

度
に
国
営
農
地
開
発
事
業
が
廃
止
）、
い
つ
し
か
農
地
や

国
内
農
業
の
重
要
性
に
も
関
心
が
払
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
始
め
た

食
料
安
全
保
障

と
こ
ろ
が
、
令
和
四
年
二
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
輸
入
食
料
品
等
の

値
上
が
り
等
に
よ
っ
て
、
に
わ
か
に
我
が
国
の
食
料
安
全

保
障
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
わ
が
国
の
経

済
力
が
強
く
、
ま
た
世
界
が
平
和
で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
の
環
境
が
一
変
し
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て

き
た
食
生
活
が
、
実
は
極
め
て
脆
弱
な
状
況
に
あ
る
こ
と

が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

食
料
「
不
足
の
事
態
」
と
「
不
測
の
事
態
」

世
界
は
、
こ
れ
ま
で
急
増
す
る
人
口
を
農
地
の
拡
大
や

『日本は食料危機に
どう備えるか』

―コモンズとしての水田農業の再生―
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